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ＰＰ極細繊維使用不織布による油汚れの拭き取り性能（II）

実践女大禄○菅膳美城許一郎

　目的　家庭で使用する各種洗剤による水汚染への一対策として、最近主に台所用に、洗

剤なしで油汚れを落とす家庭用ワイパーが開発されてきﾌﾞこ。このワイパーにはポリプロピ

レン（ＰＰ）の極細繊維を使用した不織布が使われている。本研究では前回に引き続き、

家庭用ワイパーの拭き取り効果とその評価法、拭き取り機構について更に検討するために、

比較試料と拭き取り対象板を増やし、布構造や付着対象による拭き取り性の違いを調べた。

　試料　メルトブローンＰＰ不織布（三井石油化学工業より提供）から成る家庭用ワイパ

ーを試料とし、これに親水加工を施したものと未親水加工のものを用いた。これらは繊維

径が3.5μｍ程度の極細繊維である。比較試料として市販のスポンジ、キッチンペーパー、

キムワイプに加え、布構造や繊維径の影響を検討するため繊維径が15～25μｍ程度のpp

不織布２種類を比較試料とした。拭き取る油汚れ成分としては市販のサラダ油を使用した。

　実験方法　ガラス板、ＰＰ板、今回から加えたステンレス板の上にサラダ油を滴下し、

回転板に取り付けた試料（各々乾燥状態と湿潤状態の２通り）で拭き取った。拭き取り前

後に板に付いたサラダ油の量の差を測定し、残油量によって拭き取り効果を評価した。

　結果　残油量は家庭用ワイパーが最も少なく、拭き取り効果は最も優れていた。他の試

料は湿潤時に拭き取り効果が大きく低下したが、このワイパーでは低下がみられなかった。

また、同じＰＰ不織布でも繊維径が太くなると拭き取り効果は低下した。拭き取り対象板

による違いでは、ガラス板が最も残油量が少なく、ついでステンレス板、ＰＰ板の順に拭

き取りが悪くなった。

2 Ea- 2 大気環境中の汚れ物質の布帛における付着状態

　　○小林　有紀子　芳住　邦雄

　目的　被服の汚れの原因としては、汗および脂質などの人体から発せられる物質のみな

らず、大気環境中に存在する各種汚染物質か考えられる。本研究は、天然および合成繊維

より選定した布帛への大気汚染物質の付着状態を把握することを目的としている。成分分

析とともに走査型電子顕微鏡による観察に基づき検討した。

　方法　環境中での環境暴露にはJ 1 S添付白布の綿、絹、ウール、ナイロン、レーヨン

アセテート、アクリル、ポリエステルの８種類の布を用いた。4 cm×1 0 cmに截断した試

料布を東京都千代田区および八王子市の本学神田および八王子校舎の屋｡ｎに吊るし、ｌ力

月ごとに継続して暴露を行った。回収した試料布に純粋を加え水溶性成分を袖出し、イオ

ンクロマトグラフィーにより陰イオンと陽イオンの分析を行った。また、走査型電子顕微

鏡により布帛上の付着状態を観察した。

　結果　ナトリウムは東京湾により近い神田Ji域への海塩粒子の寄与か大きく、カリウム

はカリウムの発生源と考えられている廃棄物の燃焼による影響か八王子周mよりも大きい

ことを示唆していると考えられた。mmイオンおよび硫酸イオンの付着量については、夏

にその値が高く、また、八王子での測定値の方が高くなっており、環境中で窒素酸化物お

よび硫黄酸化物から二次的に生成するとして説明できる。また、繊維別の付着量について

は同一期間および同一地点においても基質の影響をうけて、各汚染物質ごとの付着量に多

寡かあり必ずしも一定しないことか認められた。これらの結果と対比しながら、電子顕微

鏡を用いて、繊維表面における汚染物質の付着状態の観察を行ったところ、直径1～５μ

ｍの粒子か分散して付着しているのか認められた。
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